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三頭石斧 線刻石器

上畠追跡

石枠

西勝寺遺物



大豆谷八幡宮 僧形八幡神像と随身像・狛犬・小神像

五谷山西勝寺
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村
民
が
久
し
く
熱
望
し
て
い
た

「利
賀
村
史
』
の
編
纂
が
完
了
し
、
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し

利
賀
村
史
の
編
纂
事
業
は
、
平
成
十

一
年
三
月
に
『
利
賀
村
史
2
近
世
」
を
出
版
し
た
後
、
編

纂
委
員
会
長
米
澤
康
氏
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

砺
波
地
域
の
八
町
村
は
今
秋
に
合
併
し
、
新
た
に
南
砺
市
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、
『
利
賀

村
史
」
を
完
結
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
編
纂
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

幸
い
に
、
砺
波
市
の
佐
伯
安

一
氏
に
監
修
と
編
纂
委
員
会
長
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
編

纂
委
員
に
も
各
分
野
の
第

一
人
者
の
先
生
方
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
監
修
者
を
は
じ
め
と

し
て
、
編
纂
委
員
・
執
箪
者
各
位
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
書
で
は
、
時
に
や
さ
し
く
、
時
に
厳
し
く
、
我
々
の
祖
先
を
見
守
っ
て
き
た
利
賀
村
の
大
地
と

後
、
村
民
の
願
い
も
空
し
く
、
米
澤
氏
は
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
。
t
 

発

刊

の

こ

利

賀
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長

と
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平
成
十
六
年
十
月

一
端
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

自
然
の
紹
介
に
始
ま
り
、
土
器
や
石
器
で
生
活
を
営
ん
だ
縄
文
時
代
か
ら
、
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
中

「利
賀
村
史
」
か
ら
、
厳
し
い
自
然
に
耐
え
て
今
日
の
利
賀
村
の
基
礎
を
築
い
た
先
人
の
苦
労
の

世
の
時
代
ま
で
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。



一
、
出
典
お
よ
び
所
蔵
は
で
き
る
限
り
明
記
し
た
が
、
執
筆
者
・
利
賀
村
史
編
纂
室
・
利
賀
村
教
育
委
員
会
・
利
賀
村
役
場
の
撮

一
、
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
第
四
節
の
遺
物
実
測
図
・
写
真
は
、
原
則
と
し
て
縮
尺
四
分
の

一
と
し
た
。

一
、
第
二
章
の
図
版
で
は
、
磨
製
石
斧
で
蛇
紋
岩
製
の
も
の
は
、
断
面
図
に
網
か
け
を
し
た
。

一
、
「
大
字
仙
納
原
村
」
は
大
正
二
年
の
字
名
変
更
に
よ
り
「
仙
野
原
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
地
内
の
遺
跡
は
現
在
も
「
仙
納

原
村
遺
跡
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
二
章
で
は
こ
の
名
称
で
統

一
し
た
。

一
、
地
図
類
は
原
則
と
し
て
北
を
上
に
し
た
。

影

・
所
蔵
に
か
か
わ
る
写
真
に
つ
い
て
は
表
記
を
略
し
た
。

一
、
史
資
料
名
は
、
原
則
と
し
て
刊
本
を

「

一
、
引
用
資
料
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

し
て
い
る
。

一
、
利
賀
村
史
は
三
分
冊
か
ら
成
り
、
本
書
は
自
然
編
（
第
一
章
）
と
原
始
・
古
代
編
（
第
二
章
）
、
中
世
編
（
第
三
章
）
を
収
録

一
、
本
文
中
、
敬
称
は
原
則
と
し
て
略
し
た
。
ま
た
、
故
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
旨
の
明
記
は
し
な
か
っ
た
。

」
、
そ
の
他
を
「

例

言

」
で
表
し
た
。
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